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午前11時14分開議   

○委員長（小林 芳幸） 

・ 開会宣告 

・ 議題の確認 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 閉会中継続調査事件 

(1) 救急医療体制の確保に関するドクターヘリおよびドクターカーの効果的な活用について 

○委員長（小林 芳幸） 

・ 議題宣告 

・ 本件については、12月３日開催の委員会で、これまでの調査や委員の皆様からいただいた意見を取

りまとめたものを正副で作成し、皆様と協議を行っていくことを確認していた。 

・ 本日の進め方だが、正副で作成した調査の取りまとめをお示しし、今後の取組の方向性などについ

て皆様から御意見を伺いながら、最終的な調査結果を取りまとめていきたいと思うが、いかがか。

（異議なし） 

・ それでは、資料１を御覧願う。まずは資料の説明をさせていただく。 

・ 資料説明：函館市議会民生常任委員会所管事務調査の取りまとめ（民生常任委員会正副委員長調製） 

・ 資料の説明は以上だが、各委員から何か御発言あるか。 

○工藤 恵美委員 

・ すばらしいまとめだと思う。私たち実際に八戸市、そして青森県の調査をして、お話聞かせていた

だいて、広域連携、いろいろな機関と連携していくということが大切なことだというのは改めて深く

感じた。それをまとめているので、いいと思う。さらに広域連携を協議する必要があるということは

負担軽減にもなることだと思うので、ぜひとも進めていきたいことだと思った。 

○川﨑 啓太委員 

・ 意見とかではないが表現の仕方の話で、先ほど控室で工藤篤委員と話していて、３ページの八戸市

立市民病院のドクターカーのところで、三、四行目、「ドクターカーが出動することで傷病者への早

期の救急治療が可能となり、病院前から医療行為を行うことで」という、この病院前というところが、

病院前医療だと意味が伝わるが、病院前だけだと表現が普通の方が見るとちょっと分かりにくいかな

という話をしていた。 

○委員長（小林 芳幸） 

・ 病院前救急医療に。 

○川﨑 啓太委員 

・ とかの表現のほうが分かりやすいかなと思う。 

○委員長（小林 芳幸） 

・ 病院前救急医療という医療行為のことだと思うので。病院前救急医療というような形で修正するこ

とで皆さんよろしいか。 

○工藤 篤委員 

・ ６ページの下から４行目に病院前救急医療と書いてあるから。 
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○委員長（小林 芳幸） 

・ そうである。 

・ その他、御発言あるか。（なし） 

・ それでは、本件については、調査の取りまとめをもって最終的な調査結果とさせていただき、以上

で本件調査を終了したいと思うが、いかがか。（異議なし） 

・ なお調査結果については、今後の取組の参考としていただくため、理事者へお渡ししたいと思うの

で御承知おき願う。 

・ 閉会中に委員会が行った調査については、次の定例会で報告することとなるが、委員長の報告文に

ついては委員長に一任願いたいと思う。これに御異議あるか。（異議なし） 

・ 議題終結宣告 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２ その他 

○委員長（小林 芳幸） 

・ 私から１点お話しさせていただく。12月３日の委員会において、本委員会の本年度の所管事務調査

のテーマについて御意見等をお願いしていたところ、斉藤委員から、高齢者の単身世帯への支援の在

り方について御提案いただいたところである。 

・ まずは斉藤委員より、調査の目的など御説明をお願いしたいと思うが、よろしいか。（異議なし） 

○斉藤 佐知子委員 

・ 函館市は高齢化率がほかのところより高いのもあるし、その中でもさらに高齢者の単身が多いとい

う現状がある。高齢者の単身世帯の問題というのはいろいろあると思う。特に例えば単身だから、住

むところも今大変大きな問題になっていて、居住支援法人みたいのを国でも進めているようなところ

もある。だけれどそれは経済建設の所管になるし、民生の所管内でできることというのもあるのでは

ないかと思っている。まずは函館市の単身高齢者を取り囲む様々な問題があると思うので、その辺り

をきちんと現状を把握し、その中で進めていくといいかなと思っている。 

・ 以前、私は成年後見制度の講演会を聞いたが、その中でも、成年後見制度、単身世帯の支援をして

いるという社会福祉士さんの方々の団体の話を伺ったが、何でも成年後見制度でできるのかと思った

が実はそうでもなくて、例えば病院に入院するとき入院の同意書だとか、例えば手術をするときの同

意書というのは、成年後見制度の担当の人は、そこを書く権利というかそういうのはないそうである。

そういう意味ではその方々は非常に困っているというか、自分たちの範囲でもない部分もあってとい

うような話も聞いた。そこをテーマにと言っているわけではないが、まずは市の民生所管で単身高齢

者を取り囲んでいる問題点というか、そういう現状をまず聞いて、その上でどこをというふうに絞っ

ていけたらいいかなと思っている。 

○委員長（小林 芳幸） 

・ ただいま御提案いただいたテーマについて、もしくはほかのテーマなど何か御発言あればお願いす

る。（なし） 

・ 正副としては、ただいまの御説明を踏まえ、高齢者の単身世帯への支援の在り方について調査目的

等を整理させていただいて、後日改めて委員の皆さんと協議させていただきたいと思うが、いかがか。
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（異議なし） 

・ 他に各委員から何か御発言あるか。（なし） 

・ 散会宣告 

午前11時25分散会 


